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ギ

ヨ
ボ

ク
自

生

北
一限

地

帯

一
・、二
形

一状

　
狩

一
癖
ウ
モ 樹
碧
］
蜘
陣
中
期
呻
蜘
】
陣
形 ヌ
醇
直 ヮ
貯

形
で
分
枝
が
少
い
喬
木
で
あ
つ
て
、
常
緑
樹
の
間
に
混
在
し
て
も
目

に
つ
き
や
す
い
。
地
中
根
は
長
く
ひ
き
、
こ
れ
か
ら
不
定
芽
を
生
じ

て
容
易
に
成
木
と
な
る
。
挿
木
に
よ
つ
て
も
繁
殖
は
た
や
す
い
。
葉

は
三
個
の
小
業
か
ら
な
る
掌
状
葉
で
、
茎
に
互
生
し
、
各
小
葉
は
全

縁
で
葉
裏
は
裕
々
粉
白
を
呈
す
る
特
性
が
あ
る
。
宮
崎
県
に
分
布
す

る
も
の
で
は
花
の
着
生
を
見
な
い
が
、
開
花
は
夏
で
、
葉
腋
に
散
状

花
序
を
つ
け
―
初
め
黄
色
で
後
紫
色
と
な
る
。
果
実
は
漿
果
で
紅
熟

す
る
。
日
南
地
方
に
分
布
す
る
ょ
の
は
、
こ
の
果
実
の
鳥
類
に
よ
る

南‥
方
か
ら
の
運
搬
に
よ
つ
て
自
生
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
日
南

地
方
で
は
冬
は
か
な
り
、の
霜
害
を
う
け
、
葉
や
枝
先
が
枯
れ
、
又
幹

■
十
米
以
上
の
も
の
で
は
時
に
半
ば
以
上
も
枯
死
す
る
ら
し
く
、
そ

の
都
度
前
芽
を
繰
返
す
が
、
樹
幹
も
せ
い
ぜ
い
十
米
内
外
に
と
ど
ま

県
文
化
財
専
問
委
員

平

田

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
株
は
強
風
や
寒
さ
に
も
耐
え
、
長
く
引
い
た

根
か
ら
不
定
芽
を
出
し
て
次
々
と
独
立
樹
を
作
り
親
株
の
周
辺
に
族

生
す
る
。
こ
の
地
方
で
発
見
さ
れ
た
多
く
の
ギ
ヨ
ボ
ク
は
株
元
で
切

断
さ
れ
前
芽
し
た
も
の
で
あ
つ
て
自
然
形
に
仲
長
し
た
も
の
は
少
な

か
つ
た
。
ギ

ョ
ボ
ク
生
育
地
は

一
般
に
岩
石
の
間
に
旺
盛
に
根
を
張

り
強
い
生
活
力

を
も
つ
て
繁
殖
し
、

温
暖
な
環
境
を

選
ん
だ
凹
地

や
、
南
面
の
海
岸
、
又
は
杉
林
の
中
で
発
育
し
て
い
る
。

ギ
ヨ
ボ
ク
は

フ
ウ
チ
ョ
ウ
ン
ウ
科
の
ギ
ヨ
ボ
ク
属
に
分
類

さ
れ

る
「
こ
の
科
内
の
植
物
は
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
に
分
布
す
る
約
五
〇
〇

種
が
あ
る
。
ギ
ヨ
ボ
ク
の
属
中
に
は
数
種
が
あ
る
が
、
そ
の
内
ギ
ヨ

ボ
ク
は
南
支
那
、
印
度
、　
マ
レ
ー
、
オ
ー
ス
ト
ラ
チ
ヤ
お
よ
び
ア
フ

リ
カ
に
分
布
し
、
日
本
で
は
琉
球
、
屋
久
島
、
種
子
島
、
薩
摩
半
島

（指
宿
、
山
川
）
お
よ
び
大
隅
半
島

（
佐
多
）
に
分
布
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
宮
崎
県
南
郡
海
岸
附
近
で
も
稀
に
分
布
す

一



る
こ
と
が
次
第
に
確
め
ら
れ
、
現
在
串
間
市
合
六
の
鼻
、
都
井
岬
、

市
木
、
お
よ
び
日
南
市
鵜
戸
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

黒
潮
治
い
の
大
隅
半
島
南
部
に
続
い
て
都
井
岬
を
廻
り
、
鵜
戸
迄
海

辺
治
い
の
山
中
に
生
育
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
に
至
つ
た
。

ギ
ヨ
ボ
ク

（
魚
木
）
は
日
南
地
方
で
は
別
名
を
ア
マ
ギ

（
琉
球
名
）

と
呼
ん
で
い
る
。
漁
師
は
ギ
ヨ
ボ
ク
の
材
料
を
削
つ
て
魚
型
を
作

り
、
イ
カ
釣
り
の
偽
餌
木
と
し
て
最
良
に
利
用
し
て
い
る
。
代
用
品

と
し
て
は
ク
サ
ギ
材
が
用
い
ら
れ
る
。
南
方
に
出
か
け
た
漁
師
は
、

島
の
山
中
か
ら
ギ

ヨ
ボ
ク
を
採
集
し
て
帰
る
と
い
う
。

二
、
鵜
戸
の
ギ
ヨ
ボ
ク

―
、
所
　
在
　
地
　
宮
崎
県
日
南
市
大
字
官
浦
字
櫛
平
三
二
七
六
番

地

（
鵜
戸
神
宮
所
有
地
）

２
、
地
目
及
地
積
　
山
林
　
一一一ア
ー
ル

３
、
現
　
　
　
状
　
鵜
戸
神
社
社
叢
中
最
大
の
巨
木
で
あ
る
大
杉
の

樹
下
で
、
細
い
山
道
を
距
て
た
山
林
中
に
自
生
す
る
。
昭
和
三
八

年

一
月
二
九
日
の
調
査
結
果
は
次
表
の
通
り
で
あ
つ
て
、
七
本
の

群
生
か
ら
な
り
、
か
な
り
の
巨
木
で
あ
る
。
こ
の
自
生
地
は
山
稜

二

に
囲
ま
れ
た
凹
地
と
そ
の
斜
面
で
、
大
き
な
岩
石
の
点
在
す
る
中

に
生
育
し
て
い
る
。
面
積
は
約
二
十
米
平
方
に
及
び
、
山
林
は
カ

ン
チ
ク
が
茂
り
、　
コ
ジ
イ
、
イ
ヌ
ビ
ヮ
、
ク
Ｆ
ガ
ネ
モ
チ
、　
Ｒ
ハ

ン
モ
チ
等
の
樹
木
か
ら
な
つ
て
い
る
。
こ
の
群
生
は
同

一
親
株
か

ら
の
繁
殖
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
十
米
以
上
の
大
き
い
幹
は
樹

高
の
三
分
の
一
位
先
端
が
枯
死
し
て
い
る
。
こ
の
群
生
は
明
ら
か

に
自
生
と
認
め
ら
れ
る
。
鵜
戸
の
ギ
ヨ
ボ
ク
の
最
初
発
見
さ
れ
た

も
の
は
、
こ
の
自
生
地
に
隣
接
す
る
南
側
畑
地
の
周
辺
で
、
崖
下

の
草
む
ら
に
四
株
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
度
々
株
元
か
ら

切
断
さ
れ
前
芽

の
み
が
み
ら
れ
た
が
、
昭
和
三
〇
年
頃
こ
の
畑
地

が
ミ
カ
ン
園
と
な
り
、
ギ
ヨ
ボ
ク
は
全
部
堀
り
取
ら
れ
た
。
こ
の

ギ
ヨ
ボ
ク
は
畑
地
の
周
辺
に
あ
り
、
各
株
の
距
離
が
等
し
か
つ
た

た
め
裁
植
の
疑
が
あ
つ
た
。
本
地
の
ギ
ヨ
ボ
ク
は
昭
和
三
八
年
調

査
時
、
異
常

の
寒
波
と
霜
害
の
た
め
葉
が
半
分
以
上
枯
死
し
て
捲

き
上
つ
て
い
た
。



株
番
号

一
根
元
周
囲

一
剛

通

4321

４
、
由
　
　
　
来
　
鵜
戸
の
ギ
ヨ
ボ
ク

に
つ
い
て
の
最
初
の
記
録

は
、
日
野
巖
著

「
鵜
戸
の
宮
居
」

（
昭
和

一
七
年
刊
）
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
ギ
ヨ
ボ
ク
発
見
の
動
機
に
つ
い
て
著
者
に
紹
介
し
た
る

も
、
何
分
以
前
の
こ
と
で
発
見
の
詳
細
は
記
憶
に
な
い
、
と
の
こ

と
で
あ
つ
た
。

ギ

ヨ
ボ

ク
毎

木

調

査

　

谷
昭
型

一天

年

一
二

死

日
）

三
、
市
本
の
ギ
ヨ
ボ
ク

ー
、
所
　
在
　
地
　
宮
崎
県
串
間
市
大
字
市
木
字
磯
平
八
八
八
〇
番

地

（
大
下
伊
之
助
所
有
地
）

２
、
地
目
及
地
積
　
山
林

一
ア
ー
ル

３
、
現
　
　
　
状
　
自
生
地
は
市
木
の
藤
浦
部
落
か
ら

一
五
〇
〇
米

離
れ
、
舶
部
落
に
向
う
南
向
の
車
原
傾
斜
地
の
山
足
を
通
る
里
道

治
い
で
あ
る
。
こ
こ
は
海
岸
迄
四
〇
〇
米
で
、
二
〇
年
生
前
後
の

小
規
模
の
杉
木
立
林
が
あ
り
、
ギ
ヨ
ボ
ク
は
こ
の
林
内
に
群
生
し

て
い
る
。

立
地
の
環
境
は
海
岸
で
日
当
り
よ
く
、開
放
さ

れ
て
い

て
、
ス
ギ
の
木
立
は
防
風
を
な
し
て
い
る
。
ギ
ヨ
ボ
ク
の
群
生
は

根
に
よ
つ
て
次
々
と
繁
茂
し
た
ら
し
く
、
岩
石
の
間
に
連

つ
た
根

系
が
見
ら
れ
る
。
度
々
の
伐
採
で
巨
木
に
発
達
し
た
も
の
は
な
く

茄
芽
状
態
の
も
の
が
多
い
が
、
根
廻
り
は
か
な
り
大
き
い
も
の
が

あ
る
。
こ
こ
で
も
葉
は
半
ぼ
霜
害
を
受
け
枯
死
し
て
い
た
。

九
六
勁

一
一
〇
九
〇
二
〇

一
〇
〇

一
四
〇

一
Ｏ
π

一
一七五七

一 一 〇 七
五 五 〇 八

隣
高

―

 ― 一

主
幹
二
本
に
分
岐

姓
峨
目
通
り
切
断
さ
れ
二
本
一

礎
舛
卿
○
切
で
切
断
さ
れ
二
本

主
幹
五
〇
勁
で
切
断
さ
れ
四
本

に
分
岐



ギ

ヨ
ボ

ク
毎
木
調
査

　
企
昭
型
一天
年
一
旦
一６
日
）

987654321
株
番
号

四
〇
勁

四
人

四
三

四
九

一
九

一
一一一一

一
一二

三
〇

根
元
周
囲

一二
〓
一
勤

一
〇
一
五八

一一一一
一

二
五
二
〇
ユ
○

目

通

り

周
　
　
囲

一ハ
婉十五

三一四
二二二三

樹

　

一局

主
幹
根
元
で
さ
れ
三
木
に
分
岐

主
幹
三
五
効
で
切
断
三
本
に
分

岐主
幹
五
〇

の
で
切
断
さ
れ
三
木

に
分
岐

主
幹
五
〇
切
で
切
断
さ
れ
二
本

に
分
岐 備

考

４
、
由
　
　
　
来
　
ン」
の
ギ

ヨ
ボ
ク
自
生
地
は
、
市
木
小
学
校
教
諭

湯
地
重
義
氏
に
よ
つ
て
昭
和
三
七
年
九
月
二
二
日
発
見
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
れ
迄
道
治
い
に
あ
り
乍
ら
地
方
人
も
知
ら
な
か
つ
た
も

の
で
あ
る
。

四
、
都
井
岬
の
ギ
ヨ
ボ
ク

ー
、
所
　
在
　
地
　
宮
崎
県
串
間
市
大
字
都
井
岬

四

２
　
地
目
及
地
積
　
山
林
　
一
一
ア
ー
ル

３
、
現
　
　
　
状
　
特
別
天
然
記
念
物
都
井
岬

ソ
テ
ッ
自
生
北
限
地

の
指
定
地
域
の
山
林
内
に
あ
る
。
現
在
迄
に
確
認
さ
れ
て
い
る
ギ

ヨ
ボ
ク
は
ニ
ケ
所
に
あ
つ
て
、
そ
の
一
は
坊
主
屋
敷
と
呼
ば
れ
て

い
る
猿
寄
場
か
ら
東
の
凹
地
を
約
三
〇
〇
米
登
つ
た
左
の
谷
間
で

あ
る
。
他
の
一
つ
は
猿
寄
場
の
西
側
を
流
れ
る
小
川
を
距
て
て
、

川
か
ら
二
〇
米
余
り
登
つ
た
斜
面
山
地
で
あ
る
。
前
者
の
ギ
ヨ
ボ

ク
は
稚
樹
の
群
生
か
ら
な
り
、　
一
連
の
根
系
で
繁
殖
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
度
々
の
株
元
か
ら
の
切
断
で
根
廻
り
は
発
達
し
て
い

る
が
、
幹
の
生
長
し
た
も
の
は
少
く
前
芽
が
多
い
。
後
者
は
森
林

伐
採
跡
地
に
残
さ
れ
た
も
の
で
、
稚
樹
が
育
ち
つ
つ
あ
る
が
、
ギ

ヨ
ボ
＞
は
岩
石
の
間
に
根
を
張
り
、
谷
間
を
吹
き
上
げ
る
風
に
抗

し
て

一
際
高
く
二
本
の
幹
が
孤
立
し
て
い
る
。
こ
の
ギ
ヨ
ボ
ク
は

鵜
戸
の
ギ
ヨ
ボ
ク
と
同
じ
く
伐
採
さ
れ
た
様
子
が
な
く
、
自
然
形

で
保
存
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
都
井
岬
か
ら
鵜
戸
の
日
南
海

岸
地
帯
が
ギ
ヨ
ボ
ク
の
自
生
北
限
地
と
見
ら
れ
、
こ
こ
で
は
既
に

十
分
な
発
育
を
な
し
え
ず
、
過
去
に
お
い
て
は
寒
気
と
強
風
で
幹

の
半
ば
は
枯
死
と
仲
長
を
繰
返
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。



根
元
周
囲

一
醐

通

酌

一
樹
　
　
高

一　
　
俯

主
幹

一
・
五
孵
切
断
二
本
に
分

岐主
幹
五
〇

働
で
切
断
で
二
本
に

分
岐

ギ

ヨ
ボ
ク
毎
木
調
査

　

ハ昭
型
一天
年
一
二
三

日
）

坊
主
屋
敷
東
側

の
ギ

ヨ
ボ
ク

坊
主
屋
敷
西
側

の
ギ

ヨ
ボ
ク

４
、
由
　
　
　
来
　
都
井
岬
の
ギ
ヨ
ボ
ク
は
時
任
岩
助
、
同
サ
ツ
エ

夫
妻
に
よ
つ
て
昭
和
三
二
年
先
づ
坊
主
屋
敷
東
側
の
ギ
ヨ
ボ
ク
が

発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
元
小
学
校
長
で
当
時
都
井
岬

の
野
生
猿

の
餌
づ
け
を
最
初
に
手
が
け
ら
れ
、
山
中
を
精
査
さ
れ

た
際
、
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
後
続
い
て
坊
主
屋
敷
西
側
の

ギ
ヨ
ボ
ク
も
同
氏
等
に
よ
つ
て
発
見
さ
れ
た
。

五
、
そ
の
他
の
ギ
ヨ
ボ
ク

ギ
ヨ
ボ
ク
の
自
生
地
は
前
記
三
ケ
所
以
外
に
都
井
岬
北
海
岸

の
野
々

杵
山
中
に
も
あ
る
こ
と
が
時
任
岩
助
氏
に
よ
つ
て
知
ら
さ
れ
た
。
叉

大
隅
半
島
の
太
平
洋
岸
治
い
の
自
生
地
の
連
続
で
あ
る
串
間
市
合
六

の
鼻
に
も
あ
る
。
昭
和
三
七
年
夏
訪
れ
た
時
、
道
傍
に
多
く
の
切
株

か
ら
の
前
芽
稚
樹
が
見
か
け
ら
れ
た
。
三
米
以
上
の
幹

の
大
き
い
も

の
は

全
く
見
ら
れ
な
か
つ
た
。　
合
六
の
鼻
は
質

ツ
シ
ヨ
ン

フ
ル
ー

ツ
、
パ
パ
ヤ
お
よ
び
パ
イ
ン
ア
ツ
プ
ル
等
の
熱
帯
果
物
の
自
然
裁
培

地
と
し
て
特
殊
な
気
侯
条
件
を
有
し
、
無
霜
の
温
暖
地
で
あ
つ
て
、

熱
帯
植
物
ギ
ヨ
ボ
ク
の
自
生
も
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。

エ
ハ
、
舞
＝
　
一証

　
翡
砦
坤
ウ
つ
坤
購
呻
ゆ
”
艤
ゆ
的
【
中
か
【

と
、
初
島
住
彦
、
天
野
鉄
夫
著
沖
縄
植
物
目
録
昭
和
三
三
年

五

‐　一一一「頚勤

根
元
周
囲

朋
通
酌
一樹

地
上

一
。
五
宛
で
二
木
に
分
岐

地
上
五
〇
初
で
二
本
に
分
岐



２
、
日
野
巖
著
　
鵜
戸
の
官
居
　
昭
和

一
七
年

３
，
牧
野
富
太
郎
著
　
斬
旧
本
植
物
図
鑑
　
昭
和
三
芸
牛
　
　
・

４
、
内
藤
喬
、
梶
一原
重
一盛
著

∵
痺
児
島
県
自
生
植
物
日
録
ｉ
昭
和
九

年

日
本
産

の
フ
ウ

チ

ヨ
．ウ

ソ
ウ
科
植
物

は

裁

培

の
毛

イ

ヨ
ラ

フ

…ゥ

テ

ヨ
ウ

ツ
フ
を

七
、
保
存
の
要
件

除

い
て
、
自
生

の
植
物

は
ギ

ヨ
ボ

′
唯

一
種

で
あ

る
。

ギ

ヨ
ボ

ク
は

熱
帯

植
物

と
し
て
も
興
味
あ
り
、

宮
崎
県

日
南

地
方

は
ギ

ヨ
ボ

ク

の

種

と
し
で
も
、

又
、

フ
ウ

チ

ヨ
ン

ツ
ウ
科

の
科
植
物

と
し

て
も
北
半

球

に
お
け

る
分
布

の
北
限

地
帯

で
あ

る
。

今

日
確
認

さ
れ

た
そ
れ
ぞ

れ

の
群

生
地

は
、

植
物

地
理
学

お
よ
び
地
学
的

に

も
重
要

な

る
参

考

物

件

と
な
り
う

る
も

の
と
思

わ
れ

る

の
で
、

法
律

に
よ

つ
て
保
存

し

後

代
に

継
承

す

る
こ

と
が
適
当

で
あ

る
と
考

え
ら
れ

る
。



合
水
鼻

七

鵜戸のギ ヨボ ク 日南海岸のギヨボク自生地 (× 印)



市 木 藤 浦 の ギ ヨ ボ ク 自生 地

都井岬のギヨボク 市木藤浦のギヨボク

八




